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戦略的国際科学技術協力推進事業（日本－スウェーデン研究交流） 

 

１．研究課題名：「ヒト心毒性検査のためのヒト細胞ネットワークプラットホームの開発と

評価」 

２．研究期間：平成２３年４月～平成２６年３月 

３．支援額： 総額 22,500,000円 

４．主な参加研究者名： 

日本側（研究代表者を含め６名までを記載） 

 氏名 所属 役職 
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教授（准教授） 金子 智行 

野村 典正 東京医科歯科
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准教授 野村 典正 

寺薗 英之 東京医科歯科

大学 

助教 寺薗 英之 
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イェーテボリ

大学 

教授、医長 MD/PhD 

Julia Asp  イェーテボリ

大学 

助教 PhD 

 

Johan 
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セラーティス

（株） 
CSO/COO PhD 

Peter Sarti

py 

セラーティス

（株） 

部門リーダ PhD 

 

Daniella St

eel 

セラーティス

（株） 
研究員 

 

PhD 

 

Fredrik Wes

sberg 

セラーティス

（株） 
研究員 

 

M. Sci. 

参加研究者 のべ   ６ 名 

 

５．研究・交流の目的 

 

本研究交流は、ヒト細胞ネットワークを利用した心毒性予測技術を開発することを目的と

する。具体的には、日本側は不整脈発生予測が可能な時間的細胞電位応答ゆらぎの計測等

を細胞計測チップで実用化することを担当し、スウェーデン側は世界最大規模のヒト幹細

胞（ES）ライブラリーを用いたヒト心筋細胞の研究を担当する。両国の研究チームが細胞

チップ技術と細胞ライブラリー活用の観点から相互補完的に取り組むことで、薬剤評価の

ための心筋細胞を用いた細胞チップやその計測技術の開発が期待される。 
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６．研究・交流の成果 

 ６－１ 研究の成果 

 

チップ上にヒト幹細胞由来心筋細胞ネットワークを構成的に構築し、①心筋細胞の活動電

位のゆらぎ、②心筋細胞の興奮伝導のゆらぎ、という時間軸、空間軸での２つの「ゆらぎ」

計測という新しい観点で計測することで、従来の動物細胞等の in vitro計測、あるいは動

物実験などの in vivo 計測でも予測が困難であった偽陰性・偽陽性候補薬の毒性を、臨床

レベルと同レベルでの正確な計測が可能であることを明らかにした。 

 

 ６－２ 人的交流の成果 

 

スウェーデン側からの依頼に基づいて日本側（東京医科歯科大学）技術であるアガロース

微細加工技術および装置システム一式を貸与し、また、日本側からスウェーデン側に赴い

てスウェーデン側スタッフへの技術指導を行った。その供与技術を用いて、スウェーデン

側で作成した心筋細胞ネットワークチップの国際空輸を行い、国際輸送に伴う機能の損傷

についての検証を行った。また、製薬協からの依頼に基づいた技術指導のためのセミナー

では、スウェーデン側スタッフから日本側供与技術に基づいた技術の指導を行うことがで

きた。 

 

 

７．主な論文発表・特許等（５件以内） 

相手側との共著論文については、その旨を備考欄にご記載ください。 
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・論文の場合： 著者名、タイトル、掲載誌名、巻、号、ページ、発行

年 
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